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ジンサンシバンムシ（2～3mm)と見間違いやすいエ

ソマツシバンムシとタバコシバンムシとの区別点をあげ

ておく。触角がのこぎり状でH人の節からなり（節l図

a),mmにはっきりした溝がないのがタバコシバンム

シ（2～2.5mm)である。残りの2純の触角は，先の3

節が人きぐは-ﾉきりと分かれており，（第1図B,ただ

し，触角は体に密盾させ,PIしてしまうから見にくい）

m;.には瀧があ泌・花･のう､h.横から見て胸背後半が極

めて強く|恥起しているのがエゾマツシバンムシ（3～5

mm)である(MilKG,D)。

filllll化が急速に進んで，旧野のII然とは述ったり州i豊の

都市環境が広範にIll現してきている。それに伴って，そ

の環境に適応した昆虫の一群が栄え’被'苫を起こし，そ

れを取り扱う部ill昆虫学(urbancnlomologv)が必要と

なってきた。1976年，ワシントンでのli'IKil抄'､r-会で

もその傾向がうかがえた。なかでも，これまで貯f､物J,'

虫学(stored-productentomology)で扱われてきた貯穀

害虫は，“時ならずfl括の巾をさまよい歩く不快な山”

という新しい害虫としての装いをも'fFi"びて登場し，その

北要メンバーとなっている。

筆者が問い合わせを受ける'TI-虫のう．ら，蛾近最も11数

の多いのはジンサンシバンムシS"“"""‘/ﾉ（"""I"〃(L.)

である。我が圧|での，菓子などの食ppの流通過噌1';での二i:

要な害虫はノシメマダラメイガ〃ひ"iα〃"‘rﾉ""‘ん"α

(Hbn.)とノコギリヒラタムシ0ぴ尾aeph""』w"""ﾉ"‘"“$

L.であることが分かっている(#ffl,1967)。ジンサ

ンシバンムシはこれらに次いで今後問題になることが多

いと思われるので，この虫について総説す為。また，こ

の虫の内的自然増ﾉ｣||率は決して高くはない｡それなのに，

>ぐKぜこのようにひんぱんに発上上するのか。その疑問にも

答えてみようと思う。
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1 分 類

シバンムシ科Anobiidaeの昆虫は樹木穿孔血で，

1,000種を越え，その人部分は熱H'rにすむ。この肌から

植物の枯死体を食べる恩cavengerが派生した。いずれも

小さな褐色の甲虫で，頚部が前胸部の~ドに'1洲して，上力』

らは見えない。この煩から,(LW-,家具のｲく部に穿化i-

る害虫エゾマツシバンムシ』1"｡ﾙi""'/）"""“""i(Dbg.,

Xes加肋"〃r"ﾉb"i"“""i(Deg.),Caton""α届の数棚その

他,畳表の害虫クシヒゲシバンムシp"""Cl（r".W"""ﾉ"0『"z"J

Reitter,タバコ，殺物鎖にもﾉmfするクバコシバンム

シLasioder加αserricorne(P.)とジンサンシバンムシが

Ijlている。

ジンサンシバンムシは,1940年代半ばまではs""〃‘′側

加"iceaL.の学名で呼ばれてきた。それ以後はこの陳に

対しStegoﾙZ"'〃""icei""L.)の』j』:名が'iてられている。

加"z"I"〃はパンを食べるという意n*である。イギリスで

はbreadbeetle,あるいはbiscuitbeetle.アメリカで

はdrugstorebeetleと呼ばれている。

令

B

も

j卯ﾘl凶ジンサーンシパンムシ成虫とそのI"]定参考図

A:タバコシバンムシの触角,B:ジンサン・

エゾー￥ツシバンムシの触角,G:エソマッシバ

ンムシ胸部,1>:ジンｻﾝｼパﾝﾑｼ胸部

(Kashbf,1955;HintonとCorbet,1963を

参考に作成）

皿分布

1922年，エジプト卵十八王朝(2500BG)の王ツタン

カーメンの「王|唆の谷」の墳墓が発I||された。その墓の

hにあった雪化frlfのつぼに入っていた乾燥樹脂状物質

に，ジンサンシバンムシが食い込んで見付かった。この

ことから考えると，この虫はエジプト付近土着で(Alfi-
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ERI,1931),そこで人間の貯蔵物に{受入して害虫化し,そ

の後通商によって世界pに広がったものと考えられる。

この虫は熱榊よりは温,勝の虫で,^』然ではイギリスで

ハトの巣で見付かり(WOODROFFE,1953),また,mカ

リフォルニアでシロスジハナバチの瀬A"j加力ﾙ"r〃〃"一

sleyiの巣のll'で花粉を食べているのが見'､|かっている

(LlNSLEYとMacSwain,1941)。史に，ハキリバチ科

のQ『""αの巣でも見付かり(LlNSLEYとMacSwain,

1942),樹皮下からも採集されている(Stebiung,1914;

LlNSLEY,1942),

今では文字どおりコスモポリタンで，ヨーロッパ（ソ

ビエト，スウェーデン，イキ．リス，デンマーク〉ドイツ，

チェコスロバキア，フランス，スペイン，イタリア，シ

シリー島)，アフリカ（エジプト，アルジェリア，カナリ

ー諸島,mア連邦，モーリシャス.アジア（朝鮮,p

*,til国，インド，インドネシア),オーストラリア，フ

ィジー諸島，ハワイ，北アメリカ（カナダ，アメリカ，

メキシコ)，西インド諸島（ジャマイカ，バルバドスi,;j),

南アメリカ（ベネズエラ，コロンビア，ペルー，チリ）

に分布する。

この虫が繁りI"していた。この解毒機術については全く何

も分かっていない。

この虫は念水量6～15%のあらゆる乾燥植物枯死体

(蕊，茎,根，補子，果実）を食べる(vanEmden,1929)。

貯蔵穀物，特に粉が好まれ，それらの製I'Mであるパン，

ビスケットに付く。コーヒー，ココア，種々の豆頚，ト

マト，ネギ，レタスなどの種子,l*(トウガラシ，コ

ショウ)，香辛料（アニスの笑，キャラウェー，コエンド

ロ，クミン)，植物’|北薬IHI（カモミレ，タマリンド，カン

ゾウ，ショウガ，ベラドンナ）などが食害される。植物

性食,H1ではこのほかに牝児(Zeck.1943),粉スープ，濃

縮飲料，シロップ,w.操シイタケ（野淵,1975),乾燥ソ

バなどに被11がみられる。また，イースト（エビオス）

でよく贈える。

ソビエト，スウェーデン，ドイ､ｿでは植物標本室の圧

職製本が食害されている。トウダイグサ科のものが特に

ひどく害され，クロルピクリン，肯酸，二硫化炭素でく

ん蒸されている(AVERINとNovineko,1928;Jangk唾

とLange,1930;Kemner,1933)。

フィジー緒,儲で本に発生し，装「部がほぼ完全に食い

荒さ1t,n酸ガスくん蕪を行った(.|EI］SONとKnowles,

1920)。ソビエトのカーコフで本と古文書にひどい被害

があった。インドネシア，アメリカのカリフォルニアで

も本の被害力報じられている(Kalshoven,1938;Bro-

oks,1934)。ニカワ害，のり，カゼインを含んだカバーが

特に食害され(Bagk,1939),本の全IVを通して直線の

<をあけてしまう。筆者も'高崎で木の表紙にこの虫が穿

孔ﾉ｣iLvしているのを見ている。貴順な書物，記雛類，時

には被割よ絵画にも及ぶ(Magdougall,1917)から注

,筒がﾉe;,要である。

イギリスでは，この虫は暖かい台所や食器戸棚で年1(1

発生し,*い家の床板の間にたまった粉屑で生き統ける

品も普通の家事害虫である(Busvine,1951)。ソビエト，

ドイツ，アメリカなどで，この虫による家具の被害が報

告されている。パン切り台，粉などの食物で汚れた食器

の薄い木部，木製の家具に穿孔し，のりにひかれて壁紙

をｳkつた水製家具を食い荒す。被害はじゅうたんにも及

ぶ。また，織物の'苫山でもある(Laibach,1960)。、ノビ

エトではヤナギかごが食'i'lされ，サンフランシスコでは

タケ製のマージャンのパイに穴があけられ，被害は接消

iplのついた象牙部にも及んでいた(LlNSLEY,1942)。ド

イツではなめし皮のトランクののりの使われている所に

穴があけられ，また，皮そのものも食害された(Dorn,

1921;vonLengerken,1922)。ソビエトでは皮製の馬

具がひどく加沓された(Arkiiangelskii,1926)。また，

L』

聾

UI.食性と被害

幼虫は鋳造鉄以外は(i'lでも食べるといわれ，恐らくは

今まで知られている動物のうちで，最も食性の広いもの

の一つだろう。挙げられている食物の桃順はKin綴を優

に越す。この虫が広い食性を持つのは少なくとも三つの

Ⅱ:組みによっている。その一つは，後IIﾙ|ﾉ1に菌；Ill胞塊を

持っていて，この'||にイース|､状の共生'&生物をすまわ

せ，その助けを借りてビタミンBを補給していることで

ある(Kogh,1934)。このお陰でビタミンBなしの食物

でも育つことができる。共生者をなくしてやると，背通

の昆虫同様に，ビタミンBを与えないと育たない(I'RA-

ENKELとBlewett,1943)。もう一つは，食性の違った

系統が分化していることである。ヨーロッパには穀物を

食べている系統がおり，アメリカにはタバコだけを食べ

ている系統がいる(Azab,1954)。もう一つは，極めて

効率的な解毒機柵を備えていて，ほかの動物の食べられ

ない有.毒物をやすやすと食べることである。この櫛はタ

バコシバンムシとともにタバコの重要な害虫である。皮

層刺激薬であるカンタリジン（乾燥ツチハンミョウ）を

食べる(Gornitz,1937)。舵毒性アルカロイド（アコニ

チン）を含むトリカブト類ACO"妙"〃〃ape""＄の乾燥球

根でも育つ。ポーランドではネズミを駆除するためにス

トリキニーネを混ぜた小麦にこの虫が発生した(Seidel,

1930)。筆者が問い合わせを受けた毒餌状の殺そ剤では

●
．
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この虫は木材にも穿孔する(Eichler,1940;Rossenと

Bunu,1953)。

ドイツで，アルジェリアから持ち帰った肥虫鎖の標本

が，この虫によってひどく食い荒された。標本は持ち帰

って9年もたっていたから，虫はドイツで|､lいたもので

ある(Arndt,1938)。チェコスロバキアでびんに入れ

ておいたアリの乾燥姉にこの虫が発生した(Havelka,

1945)。更に3I死潜虫」の名にたがわず，ミイラをも食

害する(Mallis,1954)。以前粉ミルクでこの虫が育た

ないと紺告したが（吉Ill,1975),増えうるのでIT正し

ておく(Azab,1953;筆者も追試で確1淵している)。

アメリカではウシのfi"!判のスターターペリットにこの

虫が火発生した。コップ1杯のペリッ｜､をスキムミルク

に混ぜると200匹もの虫が浮き，ウシが1,．ﾘｲllを起こした

という（STONE，1949)。MALLIs（1954）は，この虫が側

箔と船板に穿孔したことを述べている。筆者もこの山が

鯛を作って剛化する時ポリエチレンの容器の底にくぼみ

を作ることを確かめている。

鋪2図ウシの伽料ベリッI､への加'i'i'

(‘'ﾉ真のような穿ｲLは被'3の特徴の一つである)(im)

戦争にI',この虫には各陸lとも悩まさｵしている。鮒一次

世界大戦中，ドイツではパンに大きな被害がでた。急ぎ

Janishらが研究に当たり，戦後，その災文のhu4が発表

された(Janish,1923,1924)。イギリスではビスケット

の大害虫となった(Munro,1966)。ジャワでは戦争の

ためタバコに大量の滞貨が生じ，これにタバコシバンム

シとともにこの虫が大発生した(Roeiﾌke,1926)。卵二

次Ill界大戦では，コロンビアで人里のコーヒーの滞貨が

生じ，戦後サンフランシスコに入荷したコーヒーはこの

虫によってひどくjjmされていた(DeOng,1948)。こ

のように，被'菖物が長期間妨’1好さｵしずに保存されると，

この山は大きな'占虫となる。

iV生活史

雌の成虫(1.53～3.71n.g)は雄(0.92～1.88mg)に

A B

第 3 図 雌 雄 の 見 分 け 方

（輔の交尾突起A:It,B:雌）

比べてやや大きいが，外部の形態だけでは雌雄の区別は

つかず,14は伽で区sしなければならない。第3図に雌

雌の'Illllの交尾突起の違いを示す。性比は雌53.8%であ

る(GRiFFmi,1946)。成虫は羽化後3～13.5|J(30G

では4～6U)間細のIに留まる。Janish(1923a)は，

成虫は摂食せず（これにはShepard(1947)のような反

対意見も残っているが),若令では腹部背板が趨鞘からは

みpiして見えるが,老いるにつれて腹部が縮み,蝿鞘の下

に隠されるので，このことから成虫の老若が分かると述

べている。成虫はよく飛ぶ。筆者も薄暗がりの書庫|ﾉ1で

多蚊の成虫がIﾘlり窓のガラス面に群がっているのを見て

いる。しかし,Janish(1923)によれば，成虫は初めの3

週間だけ産4|iし,のち正のp光性を持ち,ライトトラップ

に捕まるのは雌lmしない老いた個体のみであるという。

このことから，被kは山の付いたものを人間が持ち込む

ことによって始まり，若い成虫が這っていって広がるの

で，雌ftによって広がることはないと述べている（ただ

し，過幣だと若い成虫も移動するという)。筆者が現在

(V情している貯殺害虫のうち，何の-Fだても識じないの

に，山のほうから実験室に放置されていた小麦の残りか

すにやって来て勝手に増えていたという経歴を持つの

は，この虫だけである。このことから吟えても飛行によ

る被害の拡大は否定できないと思うが，いずれにしても

脆1)11後Ⅲ|の成虫がI術が異常に長い(3～5週間）ことは不

I8,縦である。雌は性フェロモンを分泌し，雄を誘引する。

米交lも雌のフェiコモン分泌量は，羽化後の'－1数の経過に

伴い潜実に噌していき,5hi後にはピークに達し，その

I,自は少なくともion以上持統する。交1もすると分泌はや

く』減退する。雄はp化後5IJ経過するとフェロモンに極

めて触感にI又応するようになる。交尾を済ませるとこの

反I心はIﾘlらかに衰える。このフェロモンの分子式はGl,

LUO,である(Barratt,1974;Kuwaharaら,1975)。

交尾した雌は24C,45%R.H.では,1雌当たり平

均58．9（23～114)HWを食物11-1に1粒ずつぱらぱらと産

む(Kashef,1955)。第4Ⅸ|には産卵曲線を，第5mには

産Ju数と冊．湿度との関係を示す。産卵には22.5G,

65%R.H.程度の条件が最適である。産卵期間は約3

－23－
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Kashef,1955による）

輔61叉｜小麦粉の被害状況

(州化のため作った繭の塊）（原図）
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第5侭lいろんな温・湿陛条件|､.での産卵数

（図中のIlll線は等産卵数線を示す．数字は産卵数．

Azab,1943:Kashef,1955による）

週間。成虫の寿命は，雌にJtべて雌のほうがやく喪い。

27.5Gで最も短命で約60||,I7.5Gの低侃では最高

約20011生き統ける(LefiくoVITじh,1967)。

叫Iは温・湿度条件次節で，6～2811でふ化。この卯期

間の生存率はIll～94%である。幼虫の齢数は，条(1に

よって3～8齢と変化するが，普通は4齢である(Azab,

1953)。各齢の発育所要H数の例を示すと,22C,70%

R.H.でI齢－713,2齢-10|3,3齢-14||,4齢

－201J（WlRTlI，1934)，小麦粉25G,75%R.11.

でl齢-14.2u,2齢-1113,3齢-7.213,4齢－

120(Azab,1953)である。成熟した幼虫は，容器の

底や食べ物の喪I向iに粘液物質を分秘､して帥lを作り，その

中で鋪化する。このi鯛の外側には食べ物のIf]がくっつき

塊りをなし，それがつながり合ってこの虫に特徴的な被

害の様ｲ;||を作り出す（朔6図)。hliiililは3.2～16.3||で

経過する。全発育所要'二I数は雄で38.3||(30C)~

190.1|3(I7.5C),雌で40.9|3(30G)～204.0||

(17.5"C)である。第7図に雌の全発育所要1数(産JH~

11『11I'1

1517．52022．52527．53032．53537．5

温度(℃）

u7m雌の発育所要日数と淵・湿度

(図中の数字は発育ロ数，線は等,胃i線を示す．

Lefkovttgh,1967)
閥

10
100卜

9011 、

801ー

関
係
湿
度
（
％
）

l』

1517．52022．52527．53032．53537．5

温度(℃）

瀧8ⅨI洲・湿度条件と全発育期間中の死亡率

（図中の数字は死亡率，線は等澗線．

Lefkovitch,1967)

－24－
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羽化)と温・湿度の関係を示す。この間の死亡率は25G.

100%R.H.で最低で3.3%である。鋪8|､*1に発育全!！I

間中の死亡率と渦．湿度との関係を示す(Lf.fkovitgh.

1967)。いま,Lf;fkovitch(1967)の資料から，この1&

の発育零点と有効積算温度を算定すると街'ﾘl表のように

なる。湿度はいずれも90%R.H.の場合である。

Ⅲ身代数は増す)。

mに述べたように，ジンサンシバンムシには食性の違

う2系統がある(Azab,1954)。この両系統では習性が

やや異なる。ヨーロッパ床の穀粉系統のものでは，卯は

積み砿ねてかためて床む。主た､幼虫は小さな繭を作り，

その'I'に閉じ込もっている。アメリカ厳のタバコ系統の

ものでは，幼虫は蕊タバコ''1では棚を作らず，粉タバコ

ii1ではタバコの2片をくっつけ，両方にまたがる穴を開

けて繭を作る。この系統の大部分は踊化時繭を作らない。

穀粉系統のものはタバコでは飼えないし，クバコ系統の

もの｛よ小麦粉では育たない。殻粉系統の成虫は粉タバコ

にはわずかしか脈卯しないし，タバコ系統の成虫は小麦

粉には全く床卵しない。タバコ系統の幼虫，成虫に小麦

粉とタバコを選ばせると大､卜がタバコのぼうを選ぷ°m

覚反応を調べると，タバコ系統のIS虫はタバコに強く諦

ﾘ|される。

●

篇l表齢期・性別発育零点と積算温度

|発育零点(C)積算淵霞(日度）
卵期

蛎期胤
全発育期{膿

'1．92

12.12

12.1111

13．91

13.29

124

73

73

605

625

68

69

10

87

()(）

この虫は60～80Cの高温では数時棚で死ぬ(Ianish,

1923)が,低温には抑めて強<，食物と一緒に,0.5～5.C

に置いておくと，4かnたっても'Iﾐきていた(M,ﾍTlI-

lein,1943)。イギリスの冬では，普通の貯蔵条件下で/'三

き残る(Mansbridge,1936;SolomonとAdamson,

1955)。ドイツの暖かい室内のパンに発生したジンサン

シバンムシは,11月から翌年の5月まで，杵い成山がい

つも川現し，パンを割ってみると1)11以外のすべてのステ

ージの虫がいつもいた(Klein,1918)。この虫の普通の

越冬態は幼虫である。

年世代数はイギリスやドイツでl～2111-代(Freeman

とTurtle,1947;Janish,1923),フランスでは2～4

世代.(Wirth,1934),アメリカではl～4tit代(GlHT-

TENDEN,1877)である。前記の積算温度から計算して推

定した我が国各地での年世代数は，札幌,(III台で’世代，

新潟，東京，名古屋，火|坂，岡Ill,高松，陥岡では2ill:

代，鹿児島で3世代，那覇で5111状である。これはj,埴

湿度(90%R・H.)を仮定した時の(l直であるか&,災際

はこれより少なくなり，新潟では恐らくはIIII:代しか経

過しないだろう（ただし，冬保温されている所では当然

第2表ジンサソシバソムシとタバコ

V生活史戦略

輔2喪に増殖に関連した諸形質を近縁のタパコシバン

ムシとのJt鞍で示す。これでみるとジンサンシバンムシ

の|ﾉ､ll'I'-JI'l然増力||率γ"Iは，タバコシバンムシよりかなり

低いものと想定される。特に発育に下問取ることが大き

く響いているとち･えられる。にもかかわらず，ジンサン

シバンムシはなぜこのように分ｲll城をtit界Illに広げ（人

|H1によってそのル猫を川ﾉけられたとはいえ)，この血に

よる被｢I子がこのようにひんぱんに発生するのだろうか。

この虫のすみ場は，空間|'|りにI*めて不均一に点在し，時

間的にも変動が激しく，将来遭偶する条件は予期しにく

い。こういう条件下では，’選択が行われ，この虫が高

いγ",を持っていてもよさそうである。1時に，発育日数

を短紬する方|Alへの選択の側jかない蝿由はぢえにくい。

このIllがそれほど高くないγ"Iを保持したままで，この

ように栄えている生活史戦略とはどういうものだろう

か。

１
１

Ｐ
』

ジソサーソシバソムシとタバコシバソムシの増殖に関連した諸形質の比較

ジンサソシパソムシ タバコシパンムシ

発育最適条件速度で30C,60～90%R . H .
生存率で2()～30C,95%R.H

及び27.5C,50%R、H
発育低湿限界35%R.H,
発 育 高 温限界34.C
発育零点l3oC

32.5C,70%R.H.
25～32.5G,70%R.H

琴
月
去
月
去
目

発
発
発

25%R.H
37oC

]5.C

積算温度
最短発育所要日数
年世代数
最高1雌産卵数
内的自然増加率

625日度
約40日
]～2世代
約75卵

？

432日度
約25日
2～3世代
約IIII卵
0．1()7’
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この虫がけた外れに広い食性を持っていることは，明

らかに環境の不安定さのもたらす悪効果を消去する戦術

であろう。微生物との共生や解毒の仕糸I|みを持つことに

よって，競争標の利用できない食物を利用していること

は有利に違いない。この食性の広いことが被害の頻度を

高めている。あるいは，こういう方向への進化が，’･選

択の働きを妨げているのかもしれない。また，/'三態の異

なった幾つかの系統に分かれ，それらを種のうちに包み

込んで共存させていることも，もう一つの戦術である。

更に，ここにもう一つほかの戦術がみられる。第91叉｜

に，この虫の増殖に大きく響く諸要因一発育速度，発育

中の生存率，羽化成虫の体重，成虫の寿命，産卵率が最

適値を示す洞・湿度条件範囲を線で囲って示してある。

図に見るとおり，まず第1に，増殖に関係する詣要因は

それぞれその最適条件を異にしている。こうすることに

よって，それらの総合された結果である増殖率の最適曲

線は，山型ではなく，最適ゾーンの広い台地卿11となる。

第2に，発育miの生存率の高いゾーンと，大きい成虫(産

卵率が高い）の生じるゾーンは，一つではなく，二つ存

在している。このように，増殖要欣lの最適条件を複数持

つという戦術をも取っている。これらの戦術は，環境の

変動性の持つ悪効果を緩和し，結果的にはこの純が環境

をそれだけ安定したものとして受けとれるようにしてい

る。これは，変動の激しい環境下に生息する昆虫にとっ

ては極めて有効な戦術であろう。

しも，すみ場が長期にわたって妨害されずに保持され，

更に，それが冬保温された場所にあれば，この虫はそこ

で徐々に発生を繰り返し，そのうちに世代が重なり合っ

て，ついには，成虫が連続して羽化するようになり，大

発生の様|;nをlTLするものと-%-えられる。

vl防除

この虫による被害の状況は多岐にわたるから，それぞ

れの状況に応じて防除の対策を立てなければならない。

倉庫'八lの滞貨やM筈館，博物館などに大規模に発生した

j易合には，普通の貯穀害虫の防除に準じて，薬肖||による

くん蒸を行わなければならない。ただ，この虫の性格上，

抑めて高dillな希少｛lllll直のあるものに被害の及ぶことのな

いように厳重な監視が必要である。Janish(1923)は，

窓辺などに大量の虫が飛来し，この虫の発生に気付いて

も，それらは既に産卵を終わったものであるから，防除

の対象から除外してよいという。いずれにしても，被害

を最小限に食い止めるには，虫の発生を早期に発見しな

ければならない。それには，被害の恐れのある貴重な物

賢のサーベーを年に何1"1か定期に行うのがよい。場合に

よっては，フェロモントラップを使ったモニターリング

の技術を開発する,必要もあろう。

普通の家庭で，この虫を発見した場合（必ずかなりの

数の虫が一度に這いffiす）には，どこかに必ず発生源が

あるから，戸棚などへ置き忘れた穀物とその製姉を重点

|‘|勺に捜し，その発生源を突き止めて，それを'焼却するか，

家禽の餌などに混ぜて処分する。最近は，スーパ程マー

ケットなどで，安(llliで密閉度のよいふたのついたプラス

チック容器がl而販されているから，少し大きめのものを

購入して，貴唯なものであれば，少量の二硫化炭素と同

封して2日間もくん蒸すれば，かなりの量のものまで簡

単に虫の駆除ができる。
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第9図増殖に関係の深い，発育速雌，

率，羽化成虫の体重，成虫寿命，

適温・湿度条件範囲

(Lefkovitch,1967)

発育期生存

産卵数の最

ジンサンシバンムシのγ"Iはそれほど高くはない。に

もかかわらず，戦時4'この虫が大発生したことや.I､m

館や博物館での被害の大きいことに示されるように，も
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